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平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
第91期中間報告書（平成28年４月１日から平成28年９月30日）をお届けするにあたり、ごあいさつを申し

上げます。

世界経済は、中国経済の減速傾向が続いているものの、先進国を中心に緩やかな回復基調となりました。米
国では、雇用や個人消費の改善が継続したことにより堅調な景気回復が続きました。欧州では、英国の欧州連
合（EU）離脱等に伴う不透明感はあるものの、引き続き緩やかに回復しました。

一方、我が国経済においては、金融緩和は継続しているものの、消費の低迷に加え為替の円高や新興国経済
の減速等による企業収益への影響など、先行き不透明な状況となっております。

このような環境下、当社グループは、「品質力とグローバル力を軸に環境から企業価値を創造する」という経
営方針のもと、重点基本戦略である「環境技術を軸とした売上成長」、「体質改革による事業競争力強化」、「経
営システム改革による経営革新」に積極的に取り組んでまいりました。

当社は、グループの総力をあげて「抜本的構造改革」(P６参照)を実行し、グループ企業価値の最大化を図っ
てまいる所存ですので、皆様におかれましては、一層のご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

第２四半期の業績概要について
当第２四半期連結累計期間は、国内市場の縮小や円高影響等により、前年同期に比べ減収・減益となりま

した。当社では、この状況を早急に打開し、グローバルにおける事業競争力を一層強化していくために、全社
一丸となって「抜本的構造改革」に取り組み、その関連費用を当第
２四半期連結累計期間に計上しております。

また、平成29年３月期の連結業績予想につきましては、円高に
よる為替換算の影響に加え、国内における流通システム事業の販売
減少、並びに将来の事業成長に向けた抜本的構造改革の実施に伴う
特別損失の計上等により、売上高280,000百万円、営業利益5,000
百万円、経常利益3,500百万円、親会社株主に帰属する当期純損失
3,000百万円に修正いたしました。

配当について
当社は株主の皆様に対する利益還元を重要な経営方針の一つとし

て位置付けており、連結業績に応じた利益配分を基本とし、連結配
当性向30％を目途に安定的かつ継続的な配当を実施することを利益
配分に関する基本方針としております。これまでは、期末配当予想
を１株につき15円としておりました。

しかしながら、誠に遺憾ではありますが、平成29年３月期の期末
配当予想につきましては、当期の業績予想及び財務の状況等を勘案
し、無配とさせていただく予定です。
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